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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第81期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第80期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 5,331,099 21,767,555

経常利益 (千円) 589,303 1,881,666

四半期(当期)純利益 (千円) 372,216 1,226,425

純資産額 (千円) 18,786,700 18,983,991

総資産額 (千円) 23,234,419 23,144,661

１株当たり純資産額 (円) 914.20 923.80

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 18.11 59.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 80.9 82.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 816,075 1,929,695

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 152,210 △ 580,663

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 164,399 △ 907,720

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,989,281 3,508,648

従業員数 (名) 662 662

（注）１.売上高には、消費税等は含まれておりません。

２.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており　　

　 ません。
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２ 【事業の内容】

当第1四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第1四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
662

(159)

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第1四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年６月30日現在

従業員数(名)
479

(89)

(注) 　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第1四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

区分 生産高（千円）

製品事業部門 4,902,668

(注) １.金額は販売価格で表示してあります。
２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間の仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

区分 商品仕入高(千円)

商品（機械等）事業部門 19,891

(注) １.金額は仕入価格で表示してあります。

２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績
　
当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

　

区分 受注高(千円） 受注残高(千円)

 製品事業部門 5,162,801 1,762,951

商品（機械等）事業部門 31,113 12,457

技術事業部門 131,608 －

流通・サービス・その他事業部門 217,859 －

総合計 5,543,382 1,775,408

(注) １.金額は販売価格で表示してあります。

２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

区分 販売高(千円)

 製品事業部門 4,948,120

商品（機械等）事業部門 33,510

技術事業部門 131,608

流通・サービス・その他事業部門 217,859

総合計 5,331,099

(注) １.主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりです。

　

販売先名

当第１四半期連結会計期間

金額（千円) 割合(％)

トヨタ自動車（株） 889,814 16.7

日産自動車（株） 738,776 13.9

２.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、継続的な原油・原材料価格の高騰による影響

や米国経済の減速等により景気減速懸念が広がり、先行きに不透明感が増しています。このような経

済状況にありながら、国内自動車(四輪車)生産台数はKDを含む輸出増加に支えられ、増加いたしまし

た。 

　国内自動車生産台数の増加を受け、当社グループの連結売上高は、5,331百万円となりました。しか

しながら自動車各社からの強い原価低減要請、原油・原材料価格の高止まり等により、引き続き厳し

い状況にあります。 

　また、損益面については、材料価格が高位で推移するも前期対比で下落したことにより営業利益は

528百万円、経常利益は589百万円、四半期純利益は372百万円となりました。 

当第１四半期の販売状況を事業部門別に示すと次のとおりです。

① 製品事業部門

主力のエンジンバルブは、KDを含む輸出売上の順調な推移により、売上高は、4,948百万円とな

りました。

② 商品（機械等）事業部門

関連会社向け機械設備販売の減少により売上高は、34百万円となりました。

③ 技術事業部門

海外関連会社の一部地域での売上減少により、ロイヤリティ収入は132百万円となりました。

④ 流通・サ－ビス・その他事業部門

売上高218百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は、23,234百万円と前連結会計年度末に比べ、90百万円増加し

ました。 

 負債については、4,448百万円と前連結会計年度末に比べ287百万円増加しました。これは主にその

他の中に含まれている未払費用の増加によるものです。純資産については18,787百万円と前連結会

計年度末に比べ197百万円減少しております。

　この結果、自己資本比率は80.9％（前連結会計年度末は82.0％）となり、１株当たり純資産は914円

20銭（前連結会計年度末は923円80銭）となっております。

　

(3) キャッシュ・フローの分析

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度に比べ481百万円増加し、当第１四半期連結累計期間には3,989百万円となりました。

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりで

あります。
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① 営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果得られた資金は816百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益568

百万円の確保によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は152百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支

出等によるものであります。

③ 財政活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動により支出した資金は164百万円となりました。これは主に配当金の支払によるものであ

ります。

　
（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
　
（5）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は40百万円であります。
　
（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グル－プを取り巻く事業環境は、原材料価格や原油価格の高騰、サブプライム問題に端を発し

た金融市場の混乱などによる米国景気の減速懸念、為替や株価の動向などにより企業の経営環境が

悪化し、これまでけん引役であった設備投資が横ばいになるなど、景気回復は足踏みの状態となりま

した。

　当社グル－プといたしましては、これらの状況を踏まえて、本業であるエンジンバルブ製造の競争

力を一層強固なものにするため、静岡工場への集約を完結させましたが、さらに徹底した合理化を推

進してまいります。

　企業の社会的責任を果たし、人類が共存していくために関わりのある人々に快く受け入れられ、世

界の中で存在価値のある会社として認められるように、常に高い目標を持って理想を追求していく

ことのできる体質に変革することを目指し次に掲げる５項目を中期基本方針として積極的に取り組

む努力を積み重ねてまいります。

①Q.C.D.　NO.１エンジンバルブ造りの実現

②新製品・新事業の探索と研究開発体制の強化

③教育体系の構築と人材育成

④海外事業戦略の強化

⑤CSR経営の推進

　
（7）経営者の問題認識と今後の方針について

当社グル－プの経営陣は、当社グループの置かれている事業環境状況の把握及び、当社グループ企

業相互の連携を図り、適切な経営方針を決定してまいりますが、米国経済の失速、原材料・原油価格

の高騰に伴う材料、諸資材の値上り等に加え、客先からの絶え間ない値引き要求等、当社にとって厳

しい情勢は継続するものと思われます。　

　このような中、当社グル－プ経営陣は、「顧客のグロ－バル展開への積極的な支援」、「品質信頼度

や生産効率の向上」、「製品戦略の構築とその製品やプロセスの開発」等の推進を図り、お客様の高

い信頼と満足を頂ける製品を提供し、社会に信頼され貢献する企業を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

 また、当第1四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,559,50020,559,500
東京証券取引所

（市場第二部）
―

計 20,559,50020,559,500― ―

(注)提

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年６月30日 ― 20,559,500 ― 3,018,648 ― 2,769,453

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式）

―普通株式　 ―

9,000

完全議決権株式(その他)
普通株式　

20,536,000 20,536
―
 

単元未満株式
普通株式　　

― 1単元未満(1,000株)の株式
14,500

発行済株式総数 20,559,500 ― ―

総株主の議決権 ― 20,536 ―

(注)　１.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株（議決権の数９個）含まれ

ております。

２.「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式637株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フジオーゼックス株式会社

静岡県菊川市
三沢1500番地の60

9,000 ― 9,000 0.0

計 ― 9,000 ― 9,000 0.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 　５月 　６月

最高(円)
396 421 426

最低(円)
352 397 406

(注)最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年4月1日

から平成20年6月30日まで）の四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受

けております。
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1　【四半期連結財務諸表】
　（1）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,440,373 2,827,849

受取手形及び売掛金 5,744,645 5,784,881

商品 3,531 4,785

製品 974,624 1,000,693

半製品 61,487 76,847

原材料 458,794 411,387

仕掛品 581,745 521,136

その他 1,300,268 1,368,189

貸倒引当金 △8,353 △8,416

流動資産合計 12,557,114 11,987,350

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,094,150

※1
 3,172,990

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 2,568,643

※1
 2,710,902

土地 2,310,358 2,321,736

その他（純額） ※1
 186,214

※1
 153,329

有形固定資産合計 8,159,364 8,358,956

無形固定資産 41,069 41,399

投資その他の資産

その他 2,505,329 2,785,212

貸倒引当金 △28,456 △28,256

投資その他の資産合計 2,476,872 2,756,956

固定資産合計 10,677,305 11,157,311

資産合計 23,234,419 23,144,661

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,826,393 3,145,480

未払法人税等 193,295 87,051

賞与引当金 57,713 31,079

その他 1,258,070 778,998

流動負債合計 4,335,470 4,042,608

固定負債

退職給付引当金 50,859 50,226

役員退職慰労引当金 61,389 67,836

固定負債合計 112,248 118,062

負債合計 4,447,719 4,160,670
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,018,648 3,018,648

資本剰余金 2,769,453 2,769,453

利益剰余金 13,411,756 13,203,938

自己株式 △5,248 △5,248

株主資本合計 19,194,608 18,986,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 212 226

為替換算調整勘定 △408,119 △3,026

評価・換算差額等合計 △407,908 △2,800

純資産合計 18,786,700 18,983,991

負債純資産合計 23,234,419 23,144,661
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(2)【四半期連結損益計算書】
  【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日)

売上高 5,331,099

売上原価 4,359,250

売上総利益 971,849

販売費及び一般管理費

報酬及び給料手当 155,960

賞与引当金繰入額 4,224

退職給付費用 11,718

役員退職慰労引当金繰入額 5,825

その他 266,428

販売費及び一般管理費合計 444,154

営業利益 527,694

営業外収益

受取利息 1,746

受取配当金 3,120

持分法による投資利益 54,692

助成金収入 32,158

その他 31,137

営業外収益合計 122,854

営業外費用

支払利息 842

固定資産除却損 51,481

その他 8,922

営業外費用合計 61,245

経常利益 589,303

特別損失

過年度損益修正損 21,274

特別損失合計 21,274

税金等調整前四半期純利益 568,029

法人税、住民税及び事業税 205,448

法人税等調整額 △9,636

法人税等合計 195,812

四半期純利益 372,216
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 568,029

減価償却費 276,102

貸倒引当金の増減額（△は減少） 137

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,633

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,710

退職給付引当金の増減額（△は減少） 633

前払年金費用の増減額（△は増加） △2,476

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,447

受取利息及び受取配当金 △4,866

支払利息 842

持分法による投資損益（△は益） △54,692

有形固定資産処分損益（△は益） 38,881

売上債権の増減額（△は増加） 35,474

たな卸資産の増減額（△は増加） △113,345

仕入債務の増減額（△は減少） △317,076

その他 505,593

小計 924,711

利息及び配当金の受取額 10,082

利息の支払額 △842

法人税等の支払額 △117,876

営業活動によるキャッシュ・フロー 816,075

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △151,913

有形固定資産の売却による収入 2,950

無形固定資産の取得による支出 △1,868

その他 △1,379

投資活動によるキャッシュ・フロー △152,210

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △164,399

財務活動によるキャッシュ・フロー △164,399

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,834

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 480,633

現金及び現金同等物の期首残高 3,508,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,989,281
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１　会計方針の変更

（1）　棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準

第９号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益

性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、損益に与える影響はありません。

　

（2）　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委

員会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、連結決

算上必要な修正を行っております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、損益に与える影響はありません。

　

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

棚卸資産の評価方法
当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)
前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額　21,104,423千円※1　有形固定資産の減価償却累計額　21,275,741千円

 ２　偶発債務 ―――――――――――――― 

　関連会社の借入金に対して、次のとおり債務

保証を行っております。
 

 TRW Fuji Valve Inc.130,916千円

（1,230千ドル）

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,440,373千円

流動資産　その他（預け金） 　　548,908千円

現金及び現金同等物 3,989,281千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

１.発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 20,559,500

　

　

２.自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,637

　

　

３.配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年6月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 164,399 8.00平成20年３月31日 平成20年６月27日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第１四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　　至 平成20年６月30日）

当社グループは自動車用エンジン部品を主体とする動弁系部品メーカーであり、エンジン用部品部門
における売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占
める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略しております。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　　至 平成20年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、記載を省略しており
ます。 

　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　　至 平成20年６月30日）

　

北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 351,872 243,472 595,344

Ⅱ　連結売上高（千円） - - 5,331,099

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合（％）

6.6 4.6 11.2

（注） １.国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 　　　２.本邦以外の区分に属する主な国又は地域

  （１）　北米　………… 米国

  （２）　その他の地域… 英国、タイ、韓国、台湾、中国他

　　　 ３.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１.　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

914.20円 923.80円

　

(注) 1株当たり四半期純資産額の算定上の基礎

項目 当第1四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

（平成20年6月30日） （平成20年3月31日）

純資産の部の合計額(千円) 18,786,700 18,983,991

普通株式に係る純資産額(千円) 18,786,700 18,983,991

普通株式の発行済株式数（株) 20,559,500 20,559,500

普通株式の自己株式数（株) 9,637 9,637

１株当たり純資産額の算定に用い
られた普通株式の数（株) 20,549,863 20,549,863

　

２.　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第1四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 　至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 18.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注) １.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、滞在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

  　 ２.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期純利益(千円) 372,216

普通株式に係る四半期純利益(千円) 372,216

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 20,549,863

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年７月25日

フジオーゼックス株式会社

　取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　平　　野　　善　　得　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　服　　部　　則　　夫　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ

オーゼックス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジオーゼックス株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。
　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
 (注)１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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